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令和5年（2023年）1月1日（日曜日）

　
衆
議
院
議
員
の
新
谷
正
義
で
す
。
昨
年

も
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
私
の
政
治
活
動

に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
改
め

て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
物
価
高
騰
等

に
よ
り
国
民
の
皆
さ
ま
の
負
担
感
が
増
大

す
る
中
、
日
々
の
生
活
へ
の
不
安
を
感
じ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
国
民
生
活
を
全
力
で
守
り
抜

け
る
よ
う
、
今
ま
で
以
上
に
身
を
引
き
締

め
て
、
決
意
を
新
た
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
本
年
も
引
き
続
き
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
谷
正
義

　
昨
年
９
月
、
私
は
議
院
運
営
委
員
会
の

理
事
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
議
院
運
営
委

員
会
（
議
運
）
と
は
、
本
会
議
の
日
程
な

ど
を
決
定
す
る
重
要
な
役
割
を
担
う
委
員

会
で
す
。
各
党
・
各
会
派
か
ら
選
出
さ
れ

た
９
名
の
理
事
の
う
ち
の
１
人
と
し
て
、

難
題
が
山
積
す
る
中
に
お
い
て
も
国
政
が

円
滑
か
つ
公
正
に
進
む
よ
う
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
昨
年
も
、
皆

さ
ま
の
安
心
・

安
全
な
生
活
を

守
る
た
め
、
日

夜
奔
走
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
10
月
に
開
会

し
た
臨
時
国
会

で
は
、
議
院
運

営
委
員
会
理

事
・
国
会
対
策

副
委
員
長
と
し

て
、
感
染
症
法

の
改
正
案
や
、

新
た
な
総
合
経
済
対
策
に
伴
う
補
正
予
算

案
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
重
要
政
策
の
決
定

に
尽
力
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
糧
安
全
保
障
に
も
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
先
行
き
の
見
え
な
い

世
界
情
勢
の
中
、
食
料
の
価
格
高
騰
や
供

給
の
不
安
定
化
に
よ
り
、
食
料
を
輸
入
に

依
存
す
る
わ
が
国
は
危
機
に
直
面
し
て
い

ま
す
。
食
料
の
安
定
的
な
供
給
を
維
持
す

る
に
は
、
日
本
の
農
林
水
産
業
の
持
続
的

な
成
長
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
10
月
に

は
、
自
民
党
農
林
部
会
等
で
高
騰
す
る
肥

料
の
調
達
を
は
じ
め
、
食
の
安
全
に
直
結

す
る
課
題
へ
の
対
応
を
求
め
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
10
月
末
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
た
総
合
経
済
対
策
に
は
、
海
外
依
存

度
の
高
い
肥
料
や
飼
料
、
大
豆
、
小
麦
等

の
国
内
生
産
の
拡
大
を
含
む
、
食
料
品
供

給
体
制
の
強
化
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
農
林
水
産
業
を
生
業
と
さ
れ
る

皆
さ
ま
が
、
安
心
し
て
生
産
に
取
り
組
め

る
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
安
全
保
障
や
半
導
体
の
品
薄
へ
の
対
策
と

し
て
、
半
導
体
の
国
内
生
産
推
進
に
も
尽
力
し
て

き
ま
し
た
。
国
と
し
て
は
４
６
５
億
円
を
マ
イ
ク

ロ
ン
メ
モ
リ
ジ
ャ
パ
ン
広
島
工
場
の
半
導
体
メ
モ

リ
生
産
設
備
へ
の
投
資
に
充
て
る
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
、
医
療
、
５

Ｇ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
様
々
な
領
域
へ
の
需
要

に
応
え
て
い
き
ま
す
。
加
え
て
地
元
で
は
、
こ
う

し
た
投
資
を
工
業
団
地
や
流
通
網
の
強
化
に
繋

げ
、
地
元
の
雇
用
を
創
出
す
べ
く
、
人
材
の
新
規

採
用
を
進
め
る
約
束
も
国
と
取
り
交
わ
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
に
つ
い
て
も
、
国

政
の
場
で
議
論
を
率
先
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
「
５
か
年
加
速
化
対
策
」
の
推
進
の
た
め
、

必
要
な
予
算
・
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
資
材
価
格
高
騰
な
ど
新
た
な
課
題
が
出
て

き
て
い
る
中
、
今
後
も
中
長
期
で
十
分
な
予
算
を

獲
得
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
地
元
広
島
で
も
、
多
岐
に
わ
た
る
活
動
へ
参
加

さ
せ
て
頂
く
中
で
、
地
元
が
抱
え
る
様
々
な
課
題

に
つ
い
て
の
要
望
を
頂
戴
し
、
解
決
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
生
活
に

直
結
す
る
「
水
」
に
関
わ
る
政
策
の
推
進
に
、
力

を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
７

月
に
は
豊
栄
で
の
河
川
整
備
を
視
察
し
、
９
月
に

は
東
広
島
市
水
道
局
の
皆
さ
ま
と
、
今
後
の
東
広

島
市
の
下
水
道
事
業
の
経
営
方
針
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。
郷
土
の
安
心
・
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
引
き
続
き
地
元
の
皆
さ

ま
の
ご
意
見
を
国
政
に
届
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
他
に
も
、
３
年
ぶ
り
に
地
元
で
開
催
さ
れ
た
「
酒

ま
つ
り
」
や
「
黒
瀬
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年

も
、
地
元
の
皆
さ
ま
と
ふ
る
さ
と
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
引
き
続
き
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
５
月
に
は
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
な
ど
、
世
界
情
勢
が
緊
迫
す
る
中
で
、
武
力
侵

略
を
断
固
と
し
て
拒
絶
し
、
平
和
の
大
切
さ
を
世

界
に
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
被
爆
地
ヒ
ロ
シ

マ
は
、
世
界
で
最
も
平
和
を
希
求
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い
を
各
国
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｇ
７
は
広
島
の
魅

力
や
歴
史
を
、
世
界
に
伝
え
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
国
内
外
に
広
島
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
広

島
県
選
出
議
員
と
し
て
、
地
元
開
催
の
Ｇ
７
を
成

功
に
導
く
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
月
に
は
通
常
国
会
が
開
会
す
る
予
定
で
す
。

物
価
や
資
源
価
格
の
高
騰
な
ど
、
生
活
を
脅
か
す

諸
課
題
が
山
積
す
る
中
で
の
国
会
審
議
と
な
り
ま

す
。
国
民
生
活
を
守
り
抜
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
声

に
寄
り
添
い
、
今
ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
も
っ
て

職
務
に
臨
む
所
存
で
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

自民党の国会対策委員会副委員長として、また衆議院議院運営委員会理事として、国のため
に走り続ける、衆議院議員の新谷まさよしさんを特集します。

新
谷
ま
さ
よ
し

医
師・衆
議
院
議
員

新年特集号

し

ん

た

に

さん

国
政・地
元
で
の
活
動
報
告

ご
あ
い
さ
つ

議
運
理
事
に
就
任

新
谷
ま
さ
よ
し

さ
ん
に
聞
く
!!

（
裏
面
に
つ
づ
く
）

令和4年初日の出を龍王山にて 麻酔科議連にて挨拶

議院運営委員会議院運営委員会理事会
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年
５
月
に
は
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
な
ど
、
世
界
情
勢
が
緊
迫
す
る
中
で
、
武
力
侵

略
を
断
固
と
し
て
拒
絶
し
、
平
和
の
大
切
さ
を
世

界
に
示
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
被
爆
地
ヒ
ロ
シ

マ
は
、
世
界
で
最
も
平
和
を
希
求
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
思
い
を
各
国
に
伝
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｇ
７
は
広
島
の
魅

力
や
歴
史
を
、
世
界
に
伝
え
る
絶
好
の
機
会
で

す
。
国
内
外
に
広
島
を
発
信
す
る
と
と
も
に
、
広

島
県
選
出
議
員
と
し
て
、
地
元
開
催
の
Ｇ
７
を
成

功
に
導
く
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
月
に
は
通
常
国
会
が
開
会
す
る
予
定
で
す
。

物
価
や
資
源
価
格
の
高
騰
な
ど
、
生
活
を
脅
か
す

諸
課
題
が
山
積
す
る
中
で
の
国
会
審
議
と
な
り
ま

す
。
国
民
生
活
を
守
り
抜
く
た
め
、
皆
さ
ま
の
声

に
寄
り
添
い
、
今
ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
も
っ
て

職
務
に
臨
む
所
存
で
す
。
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
併
せ
て
、
皆
さ
ま
の
益
々
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昭和50年3月8日 広島県東広島市生まれ
平成13年3月 帝京大学医学部卒業、同年医師免許取得
平成18年3月 東京大学経済学部卒業
平成18年～24年 病院長
平成24年12月 第46回衆議院総選挙にて初当選
平成29年10月 第48回衆議院総選挙にて広島4区より3期目の当選
平成30年10月 厚生労働大臣政務官就任
令和2年9月 総務副大臣就任
令和3年10月 第49回衆議院総選挙にて広島4区より4期目の当選
令和3年11月 自由民主党副幹事長就任
令和4年9月 自由民主党国会対策副委員長就任
 衆議院議院運営委員会理事就任

役職（歴任）衆議院議員 新谷正義さんプロフィール
国 会・政 府

自 民 党

議院運営委員会理事（現職）／国土交通委員会 理事／災害対策
特別委員会 理事／厚生労働委員会 理事／総務委員会 理事／
厚生労働大臣政務官／総務副大臣

国会対策委員会副委員長（現職）／副幹事長／厚生関係団体
委員会 委員長／厚生労働部会 副部会長／国土交通部会 副
部会長／青年局 顧問／憲法改正推進本部 幹事／データヘル
ス推進特命委員会 幹事／死因究明体制推進に関するプロジェ
クトチーム 幹事長代理／医療分野の研究に関する小委員会 
事務局長／医師の働き方改革に関する検討プロジェクトチー
ム 幹事／日本の安全な麻酔・周術期医療を考える会議員連盟 
幹事長

活動記録

↑子供たちとの触れ合い↑地元豊栄の椋梨川視察 ↑沖縄企業懇談会にて　沖縄担当党副幹事長（当時）として ↑道の駅西条のん太の酒蔵にて

↑靖国神社を参拝する国会議員の会の一員として ↑地元の市長・町長から中国地方道路に関する説明および決議書の受け取り

↑鮎のつかみ取りをする子供たちと

G
7
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て

今
後
の
活
動
予
定

議運ってなに?
国会対策委員会と違うの?

●議院運営委員会（議運）は、衆議院・参議院それぞれに設置さ
れる公式な常任委員会です。与野党からの国会議員で構成
され、その設置は、国会法に基づいています。

●一方で、国会対策委員会（国対）は国会内ではなく、各政党内
に任意に設置される委員会です。よって、同じ政党の国会議
員によって構成されます。

●どちらの委員会も、国会運営を円滑に行うという点で役割は
共通しています。

議運理事・国対副委員長として、重要
政策の実現に最前線で日々全力で
取り組んでまいります!

新谷さんが理事に就任した「議運」と副委員長を務める「国対」
皆さんは、この2つの委員会の違いをご存じでしょうか?

国会法に
規定された委員会

国会を円滑に運営
するために、各党と
議事の順番や日程
などを調整する

各党各会派の
国会議員

各政党が任意に
設置する委員会

党内の国会運営の
調整や、国会議員
の委員会の割り振
りを担う

各政党内の
国会議員

議院運営委員会
（議運）

国会対策委員会
（国対）

形　式

役　割

構成員


